
概要

この章は、次の内容で構成されています。

•ライセンス要件（1ページ）
• Fibre Channel Over Ethernetについての情報, on page 1
•ファイバチャネルフォワーダ（2ページ）
•ファイバチャネルブリッジ（2ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法について
は、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

Fibre Channel Over Ethernetについての情報
Fibre Channel over Ethernet（FCoE）は、物理イーサネットリンク上のファイバチャネルトラ
フィックをカプセル化できるようにします。FCoEおよびFIPフレームは、FCoEトラフィック
と標準イーサネットトラフィックを同じリンクで伝送できるように、一意の EtherTypeを使用
します。

従来型のイーサネットはベストエフォートプロトコルで、輻輳したネットワークではパケット

を廃棄します。再送信やその他の信頼性メカニズムを提供については、より高いレベルのプロ

トコルに依存します。

ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層が必要です。データスト

レージプロトコルとして、1つのデータパケットでも失うことは許容されません。ネイティブ
ファイバチャネルは、バッファツーバッファクレジットシステムを使用して、トランスポー

ト層でロスレスサービスを実装しています。

Cisco NX-OSスイッチのイーサネットリンクは、FCoEトラフィックのロスレス転送を保証す
るために、リンクレベルのフロー制御とプライオリティフロー制御の2つのメカニズムを提供
します。
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IEEE 802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側から、遠くのエンドに
対して、少しの間データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。一時停止機

能は、リンク上のすべてのトラフィックに適用されます。

Cisco NX-OSプラットフォームでのプライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネット
リンク上の特定のトラフィッククラスに一時停止機能を適用します。たとえば、PFCは、IEEE
802.1pトラフィッククラスを使用して、FCoEトラフィックにロスレスサービスを、標準イー
サネットトラフィックにベストエフォートサービスを提供できます。

ファイバチャネルフォワーダ
ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層、つまり、単一のデータパ

ケットを失わないデータストレージプロトコルが必要です。FCoEフォワーダ（FCF）は、コ
ンバージドネットワークアダプタ（CNA）などの FCoEエンドデバイスと通信します。FCF
は、イーサネットパケットにカプセル化されたファイバチャネルフレームを受け入れ、その

パケットを VLANを使用し、イーサネットネットワークを介してリモート FCoEエンドデバ
イスに転送します。FCFには、FCoEネットワーク内で一意の FC-MACアドレスがあります。
FCFは、CNAにFCアドレス IDを割り当てることもできます。FCFは、ファブリックのFC-Map
値とファブリックログイン中に割り当てられたファイバチャネル ID（FC ID）で構成される
CNAに、ファブリック提供のMACアドレス（FPMA）を割り当てることができます。

ファイバチャネルブリッジ
ファイバチャネルブリッジは、FCoEネットワークをファイバチャネルネットワークに接続し
ます。ファイバチャネルブリッジは、FCoEフレームのカプセル化を解除し、ファイバチャネ
ルフレームをファイバチャネルネットワークに送信します。また、ファイバチャネルブリッ

ジは、ファイバチャネルネットワークからの FCフレームをカプセル化し、FCoEネットワー
クに転送します。

Cisco MDS 9700スイッチ、Cisco MDS 9500スイッチ、およびMDS 9250iスイッチは、ファイ
バチャネルブリッジ機能をサポートします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


